
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 渓 中 学 校 だ よ り 
～学校の経営・運営の状況のお知らせ～ 

第 ３ 号 

文責 校長 

 

「子どもの活躍」は、「東渓

中学校のあゆみ」でご紹介 

（保護者、学校関係者等限定

公開で、パスワードあり） 

令和７年 10月２日発行 

日田市立東渓中学校 

「ふれあい運動会（8・30 開催）」の振り返りに基づく考察から 

 

 夏季休業が終わり、2 学期スタートの 1 週間で本校の運動会、準備・練習・本番を行いました。

詳しくは HP「東渓中学校のあゆみ」で紹介しています。 

 この回では主として、 

子どもの変容・成果・課題を分析(Check)、 

及び、本校の今後のベクトル(Action) 

を示します。 

 ① アンケート集約結果の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 検証 

 概略的には、認知能力と非認知能力がバランスよく向上していることがデータから伺えます。本校は教科等で

必要な語句、表現を習得し、「生きた知識」として言語化・活用することに軸足を置いてきました。（東渓中学校

だより２号参照）いわゆる学力テストなどの「目に見える学力」にはまだ直結していませんが、学んだことを

「主体的」に（自分の頭で咀嚼し、創意工夫するなどして）行動に移しています。教員から指導を受けたり、知

識として得たりしたことをそのまま実行することは「自主性」に留まりますが、未知の状況に活かし、更に自身

のキャリア形成（職業・仕事の狭義だけでなく、自他ともに成長しようとすること）など、「主体性」につなげて

います。母数（全校生徒 28 名）が少数ですので、数値でのエビデンスを示すことは難しいですが、「合意形成」

する力の涵養に向かっていると判断します。 

④ 今後について（Action） 

 これまでお示しのように、「子どもの変容」で達成状況の測定は継続しますが、本校職員の「子ども軸」での取

組による目標達成状況です。次回は、全校で取り組む「自律（自立）した学習者の育成」について、成果・課題

を明確にした進捗状況をお示しします。「学びの個性化」の担保できる、誰一人取り残さない（取り残されない）

支持的風土の醸成を引き続き、生徒・全職員・地域一体で目指していきたいと考えます。 


